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今後の方向性
来年度以降も引き続き、防災、特にアンケート結果で希望が多かった、台風・大雨に関する住民
啓発の取り組みを継続実施する。
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事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

9/26に「防災×耐震化ＤＡＹ～大規模地震に備える
～」を開催することにより、一般参加者（地区防災
役員等）及び行政関係者併せて延べ約５００名の
参加をいただくことができ、防災意識の向上につな
がる取り組みとすることができた。

アンケート結果から、「非常に参考に
なった」と「参考になった」を合わせると
８０％を超える数値となり、来場者に
とっても満足のいくイベントとすることが
できた。

合　　　　　　計 278,028

「防災×耐震化DAY」の開催
講師謝金、チラシ印刷、試食
費用等

152,628

災害対応力の強化
災害発生時に合同庁舎等で
必要となる物品の購入

125,400

成果目標
（成果指標）

管内市村の各町会等の自主防災組織及び行政機関関係者の防災意識の向上
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事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

松本地域が直面している防災上の課題（糸魚川―静岡構造線断層帯を震源とする内陸直下型
地震）をテーマに、大規模地震発生時においてどのような対応をとるべきか、またどのような準
備をしておくべきかを学び、管内市村等の災害対応力の強化を図る。

現 状 と
課 題

日々防災対策を行っている、管内市村の各町会等の自主防災組織の責任者及び行政機関関
係者に対して、新しい知識の習得、既存の情報の再認識の場が必要。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

○「防災×耐震化ＤＡＹ～大規模地震に備える～」の開催
（１）講演
　①渚消防署の防災講話（講堂10：00～10：30）
　②近年の地震の教訓に学ぶ（13：00～14：30）　西出則武 氏（長野県総合防災アドバイザー）
　③地域で進める支え合いマップと減災コミュニケーション（14：40～15：50）　石井布紀子 氏
　　（NPO法人さくらネット）
　④災害時におけるペット同行避難について（15：50～16：20）　細江昭史（松本保健福祉事務
　　所）
（２）体験
　・渚消防署による煙道体験（10:30～11：30）
　・自動ブレーキシステム自動車実演（13:30～15：00）（主催：松本交通安全協会、松本警察署）
（３）相談
　・建築士による住宅耐震化の無料相談会（14：00～16：00）
（４）終日展示（10：00～16：30）
　・防災関連事業者による防災グッズ展示、災害時備蓄食品の試食・販売等
〇災害対応力の強化
　・災害発生時に合同庁舎等で必要となる物品を購入し、災害対応力を強化

事業期間 令和元年９月 令和元年11月

実 施 機 関 松本地域振興局・松本保健福祉事務所・松本建設事務所 担
当
課

松本地域振興局総務管理課

事 業 名 防災意識の向上事業
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